
平成 27 年度第 2 回 沖縄県がん診療連携協議会・緩和ケア部会議事要旨 
 

[  日 時  ]平成 27 年 7 月 7 日（火） 19:20～22:30 
[  場 所  ]琉球大学医学部附属病院・がんセンター 

 [参加者 13 名 ]笹良剛史（南部病院）、足立源樹（那覇市立病院）、伊藤昌徳（ｴﾑｽﾘｰﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ株式会社） 
       Skype 参加、大湾勤子（沖縄病院）、尾崎信弘（八重山病院）、栗山登至（サマリヤ人病

院）、新屋洋平（中部病院）、川田聡（南部医療センター・こども医療センター）、垣花真

紀子（宮古病院）skype 参加、親泊美香（ちばなクリニック点滴センター）、友利健彦（沖

縄赤十字病院）、多和田慎子（琉大病院）、増田昌人（琉大病院がんセンター） 
 [欠席者 7 名]喜納三津男（きなクリニック）、比嘉宇郎（北部地区医師会病院）、笠原大吾（福寿薬局）、 
       島袋恭子（那覇市立病院）、福地泉（ｱﾄﾞﾍﾞﾝﾁｽﾄﾒﾃﾞｨｶﾙｾﾝﾀｰ）、棚原陽子（琉大病院）、崎

枝久美（一日橋ケアセンター）  
[陪席者 3 名]井岡亜希子（琉大病院がんセンター）、津嘉山看護師（ちばなクリニック点滴センター）、

下地亜樹絵（琉大病院がんセンター） 
 
＜報告事項＞ 

１．平成２７年度第１回緩和ケア部会議事要旨について 
 資料１に基づき、平成２７年度第１回緩和ケア部会議事要旨の報告があり増田委員より承認された。 
２．第１回、第２回都道府県がん診療連携拠点病院連絡会議について（平成２５年度、平成２６年度） 
 資料２、３に基づき、増田委員より報告があった。平成２５年に緩和ケア部会が発足し第１回には、

笹良部会長、増田委員、棚原委員が参加し、第２回には、増田委員、棚原委員、中村医師が参加した。

緩和ケアに関連する取り組みや、緩和ケアに関連する事務連絡について、平成２８年６月から基本計画

の見直しにむけた検討会が始まっており、平成２９年６月までにがん対策推進協議会における基本計画

の見直しをしていくとの報告があった。 
３．第８回都道府県がん診療連携拠点病院連絡会議について 
 資料３に基づき、増田委員より報告があった。平成２７年７月３日に国立がん研究センターで開催さ

れ増田委員、琉大総務課長が参加した。事前アンケートの報告、２県の PDCA サイクルの取り組みの紹

介等。６月に開催されたがんサミットでのがん対策加速化プランや中間評価について、またがん診療連

携拠点病院等の指定の経過措置について、新モジュールに伴う緩和ケア研修会についての報告があった。 
４．平成２７年度第１回的場班について 
 笹良部会長より報告があった。疼痛スクリーニングを行う事が義務化され、除痛率の指標をだしなが

ら、全てのがん患者の痛みを毎日評価する事を目標としていく。各施設での進捗状況の報告、スパーク

スの好事例や、沖縄からは琉大、豊見城中央病院の進捗状況、中部病院、那覇市立病院の資料を提出し

たとの報告があった。 
５．琉大主催緩和ケア研修会の報告について 
 資料７に基づき、増田委員より報告があった。琉大病院の麻酔科准教授中村医師を中心とし、６月２

８日、７月５日に琉球大学研究者交流施設・５０周年記念館にて開催された。協力者３３名、受講修了

者数は、医師その他を含む１８名であった。今年度より新モジュールでの開催でありプログラム作成や

時間調整等に苦労があったが延長することなく無事に終わった。 
６．沖縄緩和ケア研究会の報告について 
 増田委員より報告があった。６月５日（金）に沖縄県医師会にて塩野義製薬主催の講演会が開催され



た。アドバンス・ケア・プランニングについて、神戸大学の木澤義之先生を講師に講演された。 
また、琉大の ACP の進め方の現状の報告もあった。 
７．平成２７年度部会委員について 
 資料８に基づき、笹良先生より報告があった。沖縄赤十字病院外科の友利健彦先生と琉大病院緩和ケ

アセンタージェネラルマネージャーの多和田慎子さんが、新たに部会委員となった。 
 
協議事項： 
１．「第二次沖縄県がん対策推進計画の中間評価」における緩和ケア関連領域とその目標指数の選定につ

いて 
 中間アウトカムと分野アウトカムについては前回協議されたが、それを基に秋以降に予定しているア

ンケート調査の内容特に患者向けの内容についての指標について議論された。 
分野アウトカムの指標としては満足度を聞くとの事で承認された。中間アウトカムの指標としては外来

患者と入院患者ではスクリーニングの方法を変えた方がよいと協議された。（外来→前日・全例スクリー

ニングを行う。入院→身体的痛みに限って全日・全例でスクリーニングを行う）施策、アクションにつ

いては次回の部会に持ち越す事となった。 
 
２．平成２７年度沖縄県緩和ケア研修会日程について 
 今後開催される残り６施設の日程の確認と講師の依頼について協議され、確認後メールで連絡する事

で承認された。また、講師やファシリテーターの一覧をプールしておいた方がいいのか協議された。 
３．平成２７年度沖縄県緩和ケアフォローアップ研修会開催について 
 今年度の開催について協議された。平成２８年２月２１日（日）、２月２８日（日）のいずれかの日程

で開催する事が承認された。次回の部会ではプログラムを作成する。 
４．拠点病院・診療病院及び支援病院の患者に痛みのスクリ―ニングを行う事について 
琉大病院は入院患者のスクリーニングに関しては取組を強化しているが、外来では一部で開始されたが

現在はとまっている状況である。増田委員より今年度中に拠点病院、診療病院、支援病院でスクリーニ

ングを開始してはどうかと協議された。運用しようとしているが、まだ紙カルテであったり、どこが中

心となってやるか誰が中心となってやるか等問題が提示された。琉大での例を後日メールで添付する事

になった。 
５．除痛率の測定と改善について 
 除痛率を測定するにあたり、日々のスクリーニングが大事になっていく。全病棟では無理でも一病棟

でのスクリーニングから始め除痛率を測定していく事がいいのではないかと協議された。 
まら、今後は的場システムを取り入れ、足並みをそろえて沖縄県全体でやっていく方向性がいいのでは

ないかと協議された。 
６．沖縄がんサポートハンドブック 2015 年度版に緩和ケア普及啓発のためのリーフレットなどを差し込

むことついて 
 各施設で普及啓発を行い、また今年度は緩和ケア研修会でもアナウンスをしていく事が承認された。 
７．緩和ケア研修会修了者を患者とその家族に対して分かり易く情報提供することについて 
 ポスター掲示、緩和ケア研修会修了者名簿を正面玄関に貼りだすことで承認された。またバッジの着

用も促された。 
８．がん診療連携に携わる医師に対する緩和ケア研修会研修完了に向けた取り組みについて 
 資料１４に基づいて、琉大病院、中部病院、那覇市立病院の計画書が協議された。３病院とも平成２



９年３月３１日までに受講完了者を９０％以上に設定しているので、今後も受講を促していく事で承認

された。 
９．平成２７年度の現状報告書の作成について 
 がん診療連携拠点病院の更新の際に、指定要件を１つでも満たせていなければ更新できない。今年の

９月に現況調査があるので慎重に作成していく必要があると協議された。 
１０．次回の緩和ケア部会開催日程について 
１０月６日（火）、１０月２０日（火）のいずれかで開催する事が承認された。 

 


